
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
を
な
く
し
、
ま
た
図
書

館
で
本
を
借
り
て
ほ
し
い
と
の
考
え
か
ら
で

す
」

　

図
書
館
は
校
舎
の
中
心
の
、
生
徒
が
立
ち

寄
り
や
す
い
場
所
に
あ
る
。
１
日
平
均
約
４

０
０
人
、
試
験
前
に
は
５
〜
６
０
０
人
が
図

書
館
を
利
用
し
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
生
徒
が
図
書
館
で
心
地
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る
。

中
１
の
１
学
期
に
行
わ
れ
る
図
書
館
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
図
書
館
の
利
用
方
法

を
教
え
る
な
ど
、
読
書
を
推
進
す
る
活
動
を

実
施
。
ま
た
、
生
徒
の
声
を
直
接
聞
く
体
制

が
あ
る
こ
と
も
、
特
色
の
一
つ
だ
。
６
月
の
巡

回
図
書
展
示
で
は
、
出
版
社
か
ら
持
ち
寄
ら

れ
た
本
の
中
か
ら
、
図
書
館
に
置
く
本
を
生

徒
自
身
が
選
べ
る
。
さ
ら
に
、
本
の
選
定
の

た
め
に
年
１
回
、
全
校
生
徒
に
リ
ク
エ
ス
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
生
徒
の
要
望

に
応
え
て
い
る
と
い
う
。「
最
近
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
本
の

要
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

整
備
し
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
す
る
授
業
が
増
え

て
い
る
こ
と
で
、
興
味
を
持
つ
生
徒
が
多
い

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
村
上
教
諭
）

　

教
員
と
図
書
館
を
利
用
す
る
生
徒
た
ち
の

間
に
立
っ
て
活
動
す
る
図
書
委
員
は
、
図
書

館
の
業
務
に
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。
各
ク
ラ

ス
か
ら
２
人
選
出
さ
れ
、
昼
休
み
や
放
課
後
、

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
本
の
貸
し
出
し
業

務
に
従
事
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
10
〜
20
人
の
有
志
が
集
ま
っ
て

行
う
図
書
委
員
会
活
動
も
あ
る
。
年
２
回
発

行
し
て
い
る
機
関
紙
「
読
書
の
す
ゝ
め
」
の

編
集
や
文
化
祭
で
の
古
本
市
、
書
店
や
取
次

店
へ
の
訪
問
、
他
校
と
の
交
流
な
ど
、
活
動

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
図
書
館
に
置
く
本

の
選
定
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
教

員
側
の
視
点
に
立
ち
、
他
の
生
徒
に
読
ん
で

も
ら
い
た
い
本
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

城
北
で
は
最
近
、各
教
室
に
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
図
書
館
に
も
廊
下
側
に
モ
ニ
タ
ー

を
置
き
、
本
の
紹
介
動
画
な
ど
を
流
し
て
い

る
。
ま
た
、
館
内
に
置
か
れ
た
投
書
箱
に
は
、

図
書
館
に
置
い
て
欲
し
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

の
ほ
か
、
生
徒
の
個
人
的
な
悩
み
や
相
談
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
書
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
に
村
上
教
諭
が
回
答
し
、
廊
下
に
張
り

出
し
て
い
る
。
図
書
館
に
縁
が
な
い
生
徒
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

最
後
に
、
城
北
の
魅
力
に
つ
い
て
村
上
教

諭
が
こ
う
話
す
。

「
図
書
館
だ
け
で
な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
武
道

〒
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お問い合わせ先

城
北
中
学
校
・
高
等
学
校

　

都
内
の
学
校
の
中
で
最
大
規
模
を
誇
る
城

北
の
図
書
館
に
は
、
蔵
書
６
万
冊
以
上
、
雑

誌
50
種
類
以
上
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

蔵
書
の
中
に
は
、
高
名
な
教
育
者
で
も
あ
っ

た
創
立
者
が
所
有
し
て
い
た
、
学
術
的
に
も

貴
重
な
本
を
集
め
た
「
深
井
文
庫
」
な
ど
も

あ
る
。
昨
年
の
年
間
貸
し
出
し
数
は
約
７
０

０
０
冊
だ
っ
た
が
、
今
年
は
約
１
・
５
倍
の

推
移
で
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
図
書
館
指
導

部
長
の
村
上
善
美
教
諭
が
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
こ
う
話
す
。

「
今
年
の
中
１
か
ら
朝
読
書
を
取
り
入
れ
た
こ

と
で
、
読
書
の
習
慣
が
で
き
て
き
た
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
返
却
日
に
な
っ
て

も
本
を
返
し
て
い
な
い
生
徒
へ
の
督
促
指
導

を
強
化
し
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
返
す
こ
と
で

城
北
中
学
校
・
高
等
学
校
は
１
９
４
１
年
、「
人
間
形
成
と
大
学
進
学
」を

教
育
目
標
に
設
置
さ
れ
た
伝
統
あ
る
男
子
校
だ
。

約
４
万
㎡
の
広
大
な
校
舎
に
は
、生
徒
た
ち
の

学
園
生
活
を
支
え
る
様
々
な
施
設
・
設
備
が
あ
る
。

中
で
も
、図
書
館
は
都
内
の
学
校
で
屈
指
の
規
模
を
誇
る
と
い
う
。

生
徒
た
ち
の
指
導
に
あ
た
る
図
書
館
指
導
部
長
・
村
上
善
美
教
諭
に
、

図
書
館
の
多
彩
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

廊下に張られた生徒からの投書。
生徒と村上教諭とのコミュニケーションツールになっている。

館
、
プ
ー
ル
、
芸
術
棟
、
理
科
実
験
室
な
ど
、

本
校
の
施
設
は
十
分
な
規
模
が
あ
る
も
の
ば

か
り
で
す
。
充
実
し
た
環
境
の
下
で
、
授
業

や
部
活
動
に
勤
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、
図
書

館
は
教
室
と
違
っ
て
、
教
員
か
ら
の
評
価
を

受
け
な
い
数
少
な
い
場
所
の
一
つ
で
す
。
本
に

興
味
が
な
く
て
も
、
居
心
地
の
い
い
場
所
の

候
補
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」

自
主
的
に
活
動
で
き
る
場
所
を
数
多
く
用
意

施 設・設 備を整え、生 徒 が

　　　書委員会が従事している業務の中で、特にやりがい
　　　を感じる活動の一つが、城北学園図書委員会誌
「読書のすゝ め」の発行だ。1987年6月発行の第1号から30
年以上に渡って受け継がれている「読書のすゝ め」は、年2
回委員会が作成する伝統的な機関紙だ。担当者が自由に
題材を決め、お勧めの本について紹介。あまり本を読まない
人にも手にとってもらえるよう、わかりやすく本の魅力を伝え
ている。紹介する本は小説や経済書、辞書など様々だ。原稿
を執筆し、推敲作業を重ね、印刷会社に入稿するまで、すべ
て委員会の手で行われる。また、図書委員会が中心となっ
て行う最大のイベントが、文化祭での古本市だ。教員や生
徒が持ち寄った本や、図書館で不要になった本を集め、無
料で配布するイベントだ。毎年3000冊ほど集まるという。冊
数を把握し、ジャンル別に分け、レイアウトを考えてポップを
作るなど、古本市の開催に向けて各自が主体的に取り組ん
でいる。図書委員会は、本が好きな生徒ばかりではないよう
だ。先輩から勧誘されてなんとなく参加しているうちに居心
地が良くなり、活動を続けている生徒も多いという。いろん
な生徒が集まることで、本について多様な視点で捉え、見聞
を広げる機会にもなっている。これからの目標について、委
員長の仙田さん（写真奥）はこう話す。「機関紙の発行や古
本市以外にも様々な活動があるため、図書委員会の生徒
は昼休みや放課後など、多くの時間を司書室で過ごしてい
ます。そのため、ハードな活動と捉えられてしまうようで、常に
人手不足に悩んでいますが、この活動を途切らせず、後輩
につないでいくというのが私の一番の目標です」

城北中学校・高等学校

村上 善美 教諭

図

多様な生徒が集まり、
ともに活動する中で
多くの人に読書の楽しさを伝える
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